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が二〇〇五年以降である北インド出身者に対し、州南部出身 は、三五人（三八・九％）が一九九九年以前（以下、 第Ⅰ群 、 三四人（三七・八％）が二〇 〜二〇〇四年（第Ⅱ群） 、 二一人（二三・三％）が二〇〇五 降 第Ⅲ群）の移
住者であった。次に、北インド出身者全員が単身（男）での移動であったのに対し、 州南部出身者は、単身が二二人（二四・四％ すぎず、世帯員全員の移動が五九人（六五・六％） 、同一世帯から複数人の移動が九人（一〇・〇％）であった。州南部出身者のうち単身世帯を除く六八世帯の平均をとると、 世帯員数三・六一人 （うち男二・〇一人、女一・六〇人） 、うち就業者二
・
一九人（男一・四六人、 女〇・
七三人）であった。なお、世帯員全員による移住の場合でも、最初は単身（男）で移動し、職や住居の確保ができた後に他 家族 呼び寄せるのが一般的 ある。　
次に、州南部出身者のうち四一









的騒擾は、古くは一九五七年に勃発した 「ムトゥクラトゥールの乱」をはじめ、タミル・ナード 州の特に南部で頻発し、それを契機として多くの世帯がティ プルを含む他地域 移住したものである。必ずしも指定カーストなど低位カーストばかりではなく、高位カーストが騒動に嫌気を差 て移住してきた場合もあった。 「農業の疲弊」とは、ため池灌漑 伝統的に依存してきた州南部において、ため池の劣化の深刻化 ともなって雇用機会が減少し（参考文献②参照） 、農村を捨て移住せざるを得 くなっ 場合である。最後の「債務問題」は、近年のタミル・ナードゥ州でのダウリー慣行の広がりなど 背景にした冠婚葬祭費の高騰とともに（ 考文献③参照） 、 利貸 からの借り入れが増加しているこ を示している。●労働条件と賃金　
輸出ガーメント産業を核とする
ティルプルは、多様な雇用機会を多様な労働者に提供する能力を備えている。しかし、それは顕著な






































35   2 1 32 1.97 1.29 3.26 1.57 0.77 2.34 24,134 13,217 4,300 6,617 10,314 4,054 2,180 16.5
第Ⅱ群
（2000〜2004年）
34 10 5 19 1.47 1.15 2.62 1.21 0.44 1.65 13,268 7,694 2,027 3,547 8,041 2,937 1,065 13.8
第Ⅲ群
（2005年以降）
21 10 3   8 1.29 0.81 2.10 1.14 0.43 1.57 11,443 5,714 1,205 4,524 7,289 2,721 1,035 18.1
タミル・ナードゥ州
出身者計
90 22 9 59 1.62 1.13 2.75 1.33 0.57 1.90 17,068 9,380 2,719 4,969 8,985 3,321 1,492 15.9
北インド出身者 25 25 0   0 1.00 0 1.00 1.00 0 1.00 5,456 1,316 0 4,180 5,456 1,316 140 10.6
（参考）タミル・ナー
ドゥ州出身の単身者





働者の賃金格差は、主に教育水準によって規定されたものである。平均教育年数は、北インド出身者の三・〇年に対し 州南部出身者では九・五年と大きな格差があることが明らか な た。 背景には、近年における州南部出身者の特に若い世代のガーメント産業離れ、すなわち広告、塗装、建設、引っ越しサービスといったガーメント以外の産業への就業の増加という状況変化がある。　
二〇〇五年一月の多国間繊維協
定（ＭＦＡ）の失効以降、ティルプルのガーメント産業はバングラデシュやカンボジアなどとの過酷な国際競争にさらされ、また原料綿花の価格高騰、さらには、二〇一一年二月のチェンナイ高裁による漂白・染色工場の閉鎖命令（環境基準の厳格化に基づく措置）などの打撃を受け、大きな試練 直面するなか、企業家は賃金のより安い北インド出身 出稼ぎ労働者を好み、一方、州南部出者 、若世代を中心に就業をガーメント産業から関連諸産業へシフトする動きがみられるのである。　
なお補足しておくならば、二〇
〇五年以降の北インド出身出稼ぎ





























支出全体に占めるその比率は、州南部出身者の平均で一六％に達しており、特に単身者では三一％超える高水準となっていることがわかる。なお 北インド出身者もその比率は一〇・六％とかなりの高さではあ が、絶対額ではごくわずかにとどまっ いる。　
北インド出身者が月給ベースで
働くことを好む に対し 州内出身者は週雇いあるいは出来高制で働くことを好む傾向がみられるが、それはその方が勤務 拘束されないからである。また、北インド出身者が最低二シフトの仕事をこなすのに対し、州南部出身者は最高一・五シフトで、労 意欲明らかに低い。ティルプルでは一般に土曜日が賃金支払 日となっているが、土曜日になると アコール販売店には男性労働者の長蛇の列ができ、一日 三〇〇〜五
〇〇ルピーもの多額の支出をする。そして週明けの月曜日には欠勤が多く発生する。火曜日以降も出勤せず、 のままいなくなることも少なくないという。酒浸りの生活になり、ある週にた たま雇用がみつから い場合、月利で二〇〜二五％ 達する高利貸から借金してまで酒 走 つ には返済できなくなって最悪の場合は自殺に至ることもあるという。雇用主が、こうした酒浸りの労働モラールの低い労働者をしだい 敬遠するようになるのは当然のこであろう。　
北インド出身者の最大の問題は
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